
 

大学生の主体的な学習を促すカリキュラムに関する調査 

調査ご協力のお願い 

 

時下ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素より格別のお引き立てを賜りまして、

厚く御礼申し上げます。 

平成24年8月に文部科学省の中央教育審議会から「新たな未来を築くための大学教育の質

的転換に向けて」という答申が出されました。答申では、「主体的な学修を促す学士課程教

育の質的転換」の必要性が言及されました。 

こうした状況を踏まえ、日本高等教育開発協会（会長：国立教育政策研究所 川島 啓二 総

括研究官）とベネッセ教育研究開発センターの共同調査により、今後の大学教育の運営の在

り方またその支援方策の在り方の検討を目的として、全国の大学におけるカリキュラムの構

築方法、主体的な学習＊を促すカリキュラムの実施状況などに関する実態調査を実施するこ

とにいたしました。 

ご記入いただいた内容はすべて統計データとして処理いたしますので、大学名やご回答者

のお名前等が公表されることは決してございません。 

調査の結果につきましては、とりまとめ次第、WEB等で公表いたします。また、ご協力く

ださいました方々には、報告書をお送りし、貴学の教学改善やカリキュラム編成等に役立て

ていただくことを企図しております。 

ご多忙のおり大変恐縮に存じますが、調査の趣旨に何とぞご理解を賜り、ご協力ください

ますよう、お願い申しあげます。 

平成25年2月 

日本高等教育開発協会 

ベネッセ教育研究開発センター 

 

ご回答上のお願い 

１ この調査は、貴大学各学科長宛てにお送りしております。可能な限り、各学科のカリキュラム

編成についてご認識されている方にご回答をお願いいたします。 

２ ご回答は、差支えのない範囲で結構です。 

３ ご記入になった調査票は、同封の専用封筒にて、平成２５年２月２２日（金）までに、ご投函

くださいますよう、お願い申し上げます。（２２日以降も受け付けております） 

４ 本調査の実施運営は、「学科カリキュラム調査」アンケート事務局で行っております。お問い合

わせは下記のアンケート事務局までお願いいたします。 

＊ 本調査では、『主体的な学習』を「授業および授業以外の場で、学生自らが能動的に学ぶ態度や

行動」として広く捉えています。 

 

 

Ⅰ 最初に、貴大学及び貴学科についてお伺いします 

 

貴大学の大学・学部・

学科の名称 

それぞれ具体名を記入 

 

大学 

 

学部（学群 等を含む） 

 

学科（学科がなく課程・コース等があ

る場合は、その名称を記入） 
 

設置形態（○は１つ） 1 国立大学  2 公立大学  3 私立大学 

大学内の学部数 
数値を記入 

【              】学部 
 

 

貴学科の系統 

（○は1つ） 

 

1 人文系統 （文学、心理学、文化学など） 

2 社会学系統  (社会学、社会福祉学など) 

3 外国語学系統 (外国語学など) 

4 法学系統 （法学、政治学、政治経済学など） 

5 経済学系統 （経済学、経営学、商学、流通学など） 

6 国際学系統 （国際関係学、国際情報学など） 

7 教育学系統 （学校教育学、教員養成など） 

8 生活科学系統（家政、食物栄養、人間発達、保育など） 

9 芸術系統 （造形、音楽など） 

10 総合科学（総合）系統（総合科学、教養、環境情報など） 

11 保健衛生系統（保健、保健医療、看護、看護医療など） 

12 医学  

13 歯学  

14 薬学系統 （薬学など） 

15 理学系統 （理学、生命科学、地球環境など） 

16 工学系統 （理工学、システム工学、情報工学など） 

17 農学・水産学系統（農学、水産学、生物資源学、獣医学など） 

18 その他（                         ） 

貴学科の人材養成の 

目的 

（最も近いものに1つ○） 

1 研究者の養成 

2 特定の資格・免許を必要とする専門的職業人の養成 

3 特定の資格・免許を必要としない専門的職業人の養成 

4 企業・行政等で幅広く活躍する人材の養成 

5 幅広い教養を持った人材の養成 

6 特定専門分野（芸術・体育等）の人材の養成 

7 その他（                          ） 

貴学科の教員数など 

【 】内に、平成24年4月

の人数を記入 

ア）学科専任教員数     【       】人 

イ）学科非常勤教員数    【       】人 

ウ）学科入学定員数    【       】人 

貴学科の設置年 

（○は1つ） 
1 1970年代以前 3 1990年代 

2 1980年代  4 2000年以降 

貴
大
学
に 

つ
い
て 

貴
学
科
に
つ
い
て 

※以下、貴学科についてお答えください。 
学科がない場合は課程・コース等についてお答えください。 
学科や課程・コース等が一切ない場合は、学部についてお答えください。 
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Ⅱ 貴学科における主体的な学習を促すカリキュラムの現状についてお伺いします 

 

問１ 貴学科における主体的な学習を促すカリキュラムの策定状況についてお答えください。 

（1-1）貴学科では現在、組織的に「主体的な学習」を促す教育方法をカリキュラムに取り入れてい

ますか。（○は１つ） 

1 全学の共通（教養）教育の中でのみ、組織的に取り入れている 

2 学科の教育の中でのみ、組織的に取り入れている（学科共通の場合も含む） 

3 全学、学科ともに組織的に取り入れている 

4 組織としては取り組んでいないが、一部の教員が自主的に取り入れている 

5 取り入れていない            5ページ 問１(1-8)へ 
 

【以下、問１（1-2）～（1-7）は、上記（1-1）で 1,2,3,4 を回答された方】 

（1-2）貴学科では「主体的な学習」を促すという観点で、どのような取り組みをしていますか。「全

学の共通（教養）教育」と「学科の教育」に分けて、あてはまるものにすべて○をつけてください。 

 
全
学
の
共
通
（
教
養
）
教
育 

の
中
で
取
り
入
れ
て
い
る 

学
科
の
教
育
の
中
で 

取
り
入
れ
て
い
る 

（
学
科
共
通
の
場
合
も
含
む
） 

①フィールドワーク １ ２ 

②サービスラーニング 
※サービスラーニングとは、大学で学んだ知識を活かして実施する社会奉仕活動 

１ ２ 

③個人・グループでの調査学習 １ ２ 

④討論・ディベート １ ２ 

⑤プレゼンテーション １ ２ 

⑥上級生がサポートする授業 １ ２ 

⑦インターンシップ １ ２ 

⑧海外学習（海外留学、海外企業などへのインターンシップなど） １ ２ 

⑨PBL（Problem/Project Based Learning） １ ２ 

⑩ラーニング・ポートフォリオ １ ２ 

⑪その他（                        ） １ ２ 

 

（1-3）前問で「全学」もしくは「学科」で取り入れていると回答した取り組みのなかで、「主体的

な学習」を促すという観点で、特に有効と思う取り組みを3つまで選んで、番号をお答えください。

（（1-2）の表側①～⑪の番号を記述、「全学」もしくは「学科」で取り入れていると回答した取り組みから選択） 

   

※ 前問で「1～3」を回答した方は、「全学」もしくは「学科」として組織的に 
取り入れているものについてのみ、お答えください 

※ 前問で「4」を回答した方は、一部の教員が取り入れているものについて、 
すべてお答えください 

※「全学」および「学科」の両方で取り入れている場合は、１と２両方に○を 
つけてください 

※以下同様に、貴学科についてお答えください。学科がない場合は課程・コース等についてお答えください。 
学科や課程・コース等が一切ない場合は、学部についてお答えください。 

 

（1-4）貴学科では主にどの年次・段階で「主体的な学習」を促していますか。特に力を入れている

ものについて、すべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 入学前教育    4 共通（教養）教育 

2 初年次教育    5 専門教育（ゼミ・卒論指導等以外） 

3 入学後の補習教育・リメディアル教育 6 専門教育（ゼミ・卒論指導等） 

     7 その他（                  ） 
 

（1-5）貴学科のカリキュラムにおいて、「主体的な学習」を促すことに特化した科目を設けていま

すか。設けている場合、代表的な科目名をご記入ください。 

1 設けていない 

2 設けている 
 

科目名 (講座名) 学年 必修・選択の別 

  1 必修   2 選択 

  1 必修   2 選択 

  1 必修   2 選択 

  1 必修   2 選択 

  1 必修   2 選択 

  1 必修   2 選択 

 

（1-6）貴学科での「主体的な学習」を促すカリキュラムのための施設・設備や人員について、導入・

準備しているものを、（複数学部で共用する場合を含め）すべてお答えください。 

（○はいくつでも） 

1 授業でディスカッションやグループワークを行うための専用の教室・スペース 

2 授業でプレゼンテーションや映像の視聴などを行うための専用の教室・スペース 

3 授業で利用する回答数等を表示する機器（クリッカーなど） 

4 無線LANなどの設備 

5 LMS、eラーニング、グループウェアなど 

6 学生の自主学習のためのスペース（ラーニングコモンズなど） 

7 「主体的な学習」を促すための授業を行う専門の教職員 

8 「主体的な学習」を促すための授業をサポートするTA・SA 

9 その他（                                      ）

10 特に導入・準備している施設・設備はない、人員はいない 
 

代表的な科目名・学年と 

必修、選択の別 
（代表的な科目が複数存在 

 する場合は、すべてお答

えください） 

※同じ科目名で、複数学年

にまたがる場合には、学

年ごとに 1 枠ずつ分けて

お答ください。 
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（1-7）貴学科では「主体的な学習」を促す授業を実践するために、教員の指導力向上の取り組みを

実施していますか。組織的に実施しているものについて、すべてお答えください。 

（○はいくつでも） 

1 大学内部の教員向けの研究会や講演会の開催 

2 大学外部の学会や研修会への派遣 

3 教員の指導力向上のためのワークショップの開催 

4 模擬授業の実施 

5 教員間の授業参観や検討会の開催 

6 教員表彰制度（ベストティーチャー賞など） 

7 FDハンドブック等の作成・配布 

8 その他（                                      ）

9 特に取り組んでいることはない 

 
 
 
【 問1（1-1）で 1,4,5 を回答された方（現在、学科として組織的に取り入れていない場合）】 

（1-8）今後貴学科では、学科の方針として組織的に「主体的な学習」を促すカリキュラムを取り入

れる予定はありますか。（○は１つ） 

1 今後、学科の方針として組織的に取り入れることを決定している 

2 今後、学科の方針として組織的に取り入れる検討をしている 

3 今後、学科の方針として組織的に取り入れたいと思うが、予定はまだない 

4 今後も学科の方針として組織的に取り入れたいとは思わないし、予定もない 
 

 

 

 

問
２

 
「
主
体
的
な
学
習
」
を
促
す
こ
と
を
含
め
た
、
貴
学
科
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

（
2
-
1
）

貴
学
科
で
実
践
し
て
い
る
ゼ

ミ
（

ゼ
ミ

ナ
ー
ル

）
・

少
人
数
で

の
演

習
等
に

つ
い

て
、
『
学
年
』
ご
と
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 

 
1
年

次
 

2
年

次
 

3
年

次
 

4～
6
年

次
 

①
 
各
学
年
で
、
ゼ
ミ
・
少
人
数
で
の
演
習
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
必
修
と
選
択
に
分
け
て
、
科
目
数
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
○

は
１

つ
、

数
値

を
記

入
）
 

 
1 

必
修
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

2 
選
択
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

3 
行
っ
て
い
な
い

 

1 
必
修
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

2 
選
択
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

3 
行
っ
て
い
な
い

 

1 
必
修
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

2 
選
択
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

3 
行
っ
て
い
な
い

 

1 
必
修
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

2 
選
択
 
【
 
 
 
 
 
 
】
科
目

 

3 
行
っ
て
い
な
い

 

②
～

⑥
は

、
必

修
科

目
に

つ
い

て
の

み
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

（
必
修
科
目
が
な
い
『
学
年
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
下
の
項
目
に
お
答
え
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。
）
 

②
 
必
修
科
目
は
、
全
学
共
通
科
目
と
学
部
・
学
科
専
用
の
科
目
の
ど
ち
ら
で
す
か
。
（
複
数
科
目
が
あ
る
場
合
、
あ
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

（
○

は
い

く
つ
で

も
）
 

 
1 

全
学
共
通
 
 

2 
学
部
・
学
科
専
用

1 
全
学
共
通
 
 

2 
学
部
・
学
科
専
用

1 
全
学
共
通
 
 

2 
学
部
・
学
科
専
用

 
1 

全
学
共
通
 
 

2 
学
部
・
学
科
専
用

 

③
 
必
修
科
目
の
、
期
間
、
単
位
数
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
複
数
科
目
が
あ
る
場
合
、
あ
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

（
○

は
い

く
つ
で

も
）
 

 
1 

通
年
（

30
コ
マ
）

 

2 
前
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

3 
後
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

4 
半
期
だ
が
、
通
年
で
取
れ
、
前
期

 

ま
た
は
後
期
に

15
コ
マ

 

1 
通
年
（

30
コ
マ
）

 

2 
前
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

3 
後
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

4 
半
期
だ
が
、
通
年
で
取
れ
、
前
期

 

ま
た
は
後
期
に

15
コ
マ

 

1 
通
年
（

30
コ
マ
）

 

2 
前
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

3 
後
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

4 
半
期
だ
が
、
通
年
で
取
れ
、
前
期

 

ま
た
は
後
期
に

15
コ
マ

 

1 
通
年
（

30
コ
マ
）

 

2 
前
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

3 
後
半
期
の
み
（

15
コ
マ
）

 

4 
半
期
だ
が
、
通
年
で
取
れ
、
前
期

 

ま
た
は
後
期
に

15
コ
マ

 

④
 
必
修
科
目
は
、
ク
ラ
ス
は
教
員

1
名
あ
た
り
、
学
生
何
名
程
度
の
設
定
で
す
か
？
（
複
数
科
目
が
あ
る
場
合
、
○
～
○
名
と
幅
を
示
し
て
く
だ
さ
い
）

（
数

値
を

記
入

）
 

 
【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
名
程
度

【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
名
程
度

【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
名
程
度

 
【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
名
程
度
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1
年

次
 

2
年

次
 

3
年

次
 

4～
6
年

次
 

⑤
 
必
修
科
目
の
、
ゼ
ミ
・
少
人
数
で
の
演
習
に
含
ま
れ
る
活
動
に
つ
い
て
、
す
べ
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
○

は
い

く
つ
で

も
）
 

 
1 

輪
読

 

2 
実
験
・
実
習

 

3 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 

4 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

5 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

6 
デ
ィ
ベ
ー
ト

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

 

8 
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
作
成

 

1 
輪
読

 

2 
実
験
・
実
習

 

3 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 

4 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

5 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

6 
デ
ィ
ベ
ー
ト

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

 

8 
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
作
成

 

1 
輪
読

 

2 
実
験
・
実
習

 

3 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 

4 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

5 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

6 
デ
ィ
ベ
ー
ト

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

 

8 
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
作
成

 

1 
輪
読

 

2 
実
験
・
実
習

 

3 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 

4 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

5 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

6 
デ
ィ
ベ
ー
ト

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

 

8 
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
作
成

 

⑥
 
必
修
科
目
の
、
ゼ
ミ
・
少
人
数
で
の
演
習
の
主
要
な
目
的
は
何
で
す
か
。
す
べ
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（
○

は
い

く
つ
で

も
）
 

 
1 

ノ
ー

ト
の

取
り

方
や

学
習

習
慣

の
形

成
等
、
基
礎
的
な
学
習
の
方
法
を
身

に
つ
け
る

 

2 
大

学
で

の
主

体
的

学
習

の
方

法
や

態

度
、
研
究
の
方
法
等
を
身
に
つ
け
る

3 
専

門
的

な
知

識
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ

け
る

 

4
 

課
題

解
決

能
力

や
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

等
、
汎
用
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

5 
そ
の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1 
ノ

ー
ト

の
取

り
方

や
学

習
習

慣
の

形

成
等
、
基
礎
的
な
学
習
の
方
法
を
身

に
つ
け
る

 

2 
大

学
で

の
主

体
的

学
習

の
方

法
や

態

度
、
研
究
の
方
法
等
を
身
に
つ
け
る

3 
専

門
的

な
知

識
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ

け
る

 

4
 

課
題

解
決

能
力

や
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

等
、
汎
用
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

5 
そ
の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

1 
ノ

ー
ト

の
取

り
方

や
学

習
習

慣
の

形

成
等
、
基
礎
的
な
学
習
の
方
法
を
身

に
つ
け
る

 

2 
大

学
で

の
主

体
的

学
習

の
方

法
や

態

度
、
研
究
の
方
法
等
を
身
に
つ
け
る

 

3 
専

門
的

な
知

識
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ

け
る

 

4
 

課
題

解
決

能
力

や
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

等
、
汎
用
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

 

5 
そ
の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

1 
ノ

ー
ト

の
取

り
方

や
学

習
習

慣
の

形

成
等
、
基
礎
的
な
学
習
の
方
法
を
身

に
つ
け
る

 

2 
大

学
で

の
主

体
的

学
習

の
方

法
や

態

度
、
研
究
の
方
法
等
を
身
に
つ
け
る

 

3 
専

門
的

な
知

識
・

ス
キ

ル
を

身
に

つ

け
る

 

4
 

課
題

解
決

能
力

や
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

等
、
汎
用
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

 

5 
そ
の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 

（2-2）「主体的な学習」を促すことを含め、学生の学習効果を高めるために、下記のようなカリキ

ュラム上の工夫をしていますか。実施しているものを、すべてお答えください。 

（○はいくつでも） 

1 年間の履修単位制限の設定（CAP制度） 

2 学習の順序性や段階を示す科目に番号の付与（ナンバリング） 

3 入学時での学力到達度の低い学生にも配慮したカリキュラム編成 

4 カリキュラムの履修モデルの作成と、学生への提示 

5 同じ科目を1週間の中で複数の曜日に開設 

6 同じ科目を複数のセメスターに開設（前期と後期など） 

7 学生の学習成果を記録する学習ポートフォリオの導入 

8 学習の到達度を示すルーブリックの活用 

9 科目間での連携を図るため、教員間で授業内容・方法等を確認する機会（会議等）の設置 

10 プレリクイジット（先行履修）＊科目の設定 

11 その他（                                      ） 

12 特に取り組んでいることはない 

＊プレリクイジットとは、ある科目を履修する場合、それよりも前に指定された別の科目の単位修得を必要とすること 

 

（2-3）「主体的な学習」を促すことを含め、カリキュラムの成果や効果を評価するために、どのよ

うな指標を参考にしていますか。個々の学生の評価ではなく、貴学科でのカリキュラムの

評価について、すべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 学生の留年・中退率 

2 学生の成績（GPAなど）や単位取得状況 

3 学生の就職状況、資格取得状況、国家試験等の合格状況 

4 大学院の進学状況 

5 学生の学習時間や学習行動の把握のための学生アンケート調査・聞き取り調査 

6 科目の期末試験とは異なる学習到達度調査（アセスメント・テスト） 

7 学生の授業やカリキュラムに対する意見収集や、アンケート調査 

8 卒業生によるカリキュラムに対する評価収集や、アンケート調査 

9 卒業生に対する企業等の評価 

10 卒業研究・論文 

11 ラーニング・ポートフォリオ 

12 その他（                                      ） 

13 評価をしていない 
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Ⅲ 貴学科の現在のカリキュラムについてお伺いします 

カリキュラム改訂とは、学部・学科全体に影響を及ぼすような大きな改訂であり、毎年実施している
教科名や担当教員の変更等の細かなカリキュラム改訂は除外してお考えください。 
 

問３ 貴学科のカリキュラムの改訂（新規策定含む）についてお伺いします。 

（3-1）現在のカリキュラムは（比較的大きな）改訂を経たもの、学科新設等に伴い新規策定をした

もののどちらにあたりますか。（○は１つ） 

1 （比較的大きな）改訂を経たもの 2 学科新設等に伴い、新規策定をしたもの 
 

（3-2）直近の（比較的大きな）カリキュラム改訂（新設策定含む）はいつですか。（○は１つ） 

1 2010年以降    6 1999年以前    

2 2008～2009年    7 改訂していない  12ページ 問４へ 

3 2006～2007年    8 わからない    

4 2003～2005年 

5 2000～2002年      
 

【（3-2）で1～5を回答された方、（比較的大きな）カリキュラム改訂（新設策定含む）の内容につ
いてお伺いします。】 

（3-3）カリキュラム改訂（新規策定含む）のきっかけは何ですか。きっかけとなったものを、すべ

てお答えください。（○はいくつでも） 

1 定期的なカリキュラム見直し時期がきて 

2 不定期だが、以前から予定されたカリキュラム見直し時期がきて 

3 学部・学科の改編に合わせて  7 外部評価（認証など）に合わせて 

4 学部・学科の新設に合わせて    8 外部資金（GPなど）の申請・獲得に合わせて 

5 教員配置見直しに合わせて  9 その他（                  ）

6 学部長・学科長交代に合わせて  10 特にきっかけはない 

 

（3-4）カリキュラム改訂（新規策定含む）において、主導的な役割を果たされた方は誰ですか。 

（○は１つ） 

1 学部長    5 学長・副学長・理事 

2 学科長    6 その他（                  ）

3 教務担当教員（カリキュラム担当） 7 わからない、忘れた 

4 学部・学科職員    

 

（3-5）カリキュラム改訂（新規策定含む）の決定権は、全学と学部・学科のどちらの方が強いです

か。（○は１つ） 

1 全学（学長・副学長・理事）の方が強い 

2 どちらかというと全学（学長・副学長・理事）の方が強い 

3 どちらかというと学部・学科の方が強い 

4 学部・学科の方が強い 
 

（3-6）通常の教務委員会等とは別に、カリキュラム改訂（新規策定含む）のために、組織や教員・

職員を特別に配置しましたか。配置したものを、すべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 カリキュラム改訂のための検討委員会 4 カリキュラム改訂を担う専門部署 

2 カリキュラム改訂を担う教員  5 その他（                  ）

3 カリキュラム改訂を担う職員  6 特別には組織・担当を配置していない 

 

（3-7）カリキュラム改訂（新規策定含む）にはどれくらいの時間を要しましたか。（○は１つ） 

1 半年未満    5 3年～4年未満 

2 半年～1年未満    6 4年以上 

3 1年～2年未満    7 わからない、忘れた 

4 2年～3年未満 
 

（3-8）カリキュラム改訂（新規策定含む）の狙いとして、以下のようなことがあてはまりますか。

あてはまるものをすべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 地域社会や企業等の人材ニーズに応える 

2 就職実績や資格試験の合格率を上げる 

3 専門的な知識だけでなく、社会に出た時に必要な汎用的能力の育成・強化 

4 学生に主体的な学びの姿勢や意欲を身につけさせる 

5 効果的・効率的に学生の学力を向上させる 

6 学生の留年・退学を減らす（なくす） 

7 政策動向や外部評価（大学認証評価など）に対応する 

8 外部資金（「特色ある大学教育支援プログラム」など）を申請・獲得する 

9 志願者数を増やす 

10 その他（                                      ） 

11 特に目的はない 
 

（3-9）カリキュラム改訂（新規策定含む）の内容やプロセスにおいて、以下のようなことをどの程

度重視しましたか。（それぞれ○は1つ） 

 

と
て
も
重
視 

し
た 

や
や
重
視 

し
た 

あ
ま
り
重
視 

し
な
か
っ
た 

ま
っ
た
く
重
視

し
な
か
っ
た 

整
合
性 

①学部・学科のディプロマポリシーに沿った教育目標の達成 １ ２ ３ ４ 

②既存の科目の編成・内容に大きな変更が生じない １ ２ ３ ４ 

③各科目の到達目標を明確にするなど、担当教員の授業設計のしやすさ １ ２ ３ ４ 

④学生の学習成果の到達度の客観的な評価のしやすさ １ ２ ３ ４ 

運
用
の
し
や
す
さ 

⑤できるだけ長く利用できる、頻繁に変更しなくてよい １ ２ ３ ４ 

⑥教員に過度な負荷がかからない １ ２ ３ ４ 

⑦学生に過度な負荷がかからない １ ２ ３ ４ 

⑧改訂にかかる費用を既存の予算内に収める １ ２ ３ ４ 

⑨既存の教員だけで、科目の教員の配置ができる １ ２ ３ ４ 

⑩新規カリキュラムに必要があれば、追加的に機器・設備・教室を準備 １ ２ ３ ４ 

意
見
の
反
映 

⑪多くの教員の意見をまんべんなく反映する １ ２ ３ ４ 

⑫オピニオンリーダーである教員の意見をできるだけ反映する １ ２ ３ ４ 

⑬企業など学外の意見をできるだけ取り入れる １ ２ ３ ４ 

⑭学生の意見や評価をできるだけ取り入れる １ ２ ３ ４ 

⑮教授会などで承認を得ること １ ２ ３ ４ 
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（3-10）カリキュラム改訂（新規策定含む）において、以下のようなことを実施しましたか。実施し

たものをすべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 検討前にカリキュラムの編成方針を見直した 

2 学部・学科のディプロマポリシーに沿った教育目標達成のために、どんなスキル・知識を 

身につけるべきか検討した 

3 身につけなければならないスキル・知識と、その時の科目の過不足をチェックした 

4 科目の到達目標を設定し、シラバスに記載した 

5 最低限育成しなければならないスキル・知識を身につけるという観点で、必修科目を決めた 
 

（3-11）カリキュラム改訂（新規策定含む）において、どのようなことが阻害要因・課題となりまし

たか。阻害要因・課題となったものを、すべてお答えください。（○はいくつでも） 

1 学部・学科のディプロマポリシーに沿った教育目標達成のためのスキル・知識の特定 

2 学生が履修しやすいモデルカリキュラムの設定 

3 各科目でのわかりやすい到達目標の設定 

4 上位者（学長・副学長・理事など）の承認 

5 学部・学科内の教員間の合意形成 

6 新カリキュラム実施のために必要な教員の確保 

7 廃止したい科目の担当教員への対応 

8 新カリキュラム実施のために必要な機器・設備・教室の準備 

9 カリキュラム改訂のための予算の獲得 

10 その他（                                      ）

11 特に阻害要因・課題はなかった 
 

 

問４ 貴学科の現在のカリキュラムの特長や運用状況についてお伺いします。 

（4-1）貴学科の現在のカリキュラムは、学部・学科の教育目標の達成や学生の学習成果の獲得の観

点からみて、効果が表れていると思いますか。（○は1つ） 

1 十分に効果が表れている  4 あまり効果が表れていない 

2 ほぼ効果が表れている   5 まったく効果が表れていない 

3 どちらともいえない 
 

（4-2）貴学科の現在のカリキュラムはどのような特長を持っていますか。以下の①～③のそれぞれ

について、ア・イの内容に近いほうを選んでお答えください。（それぞれ○は１つ） 

 

（ア） 

ア
の
方
が
近
い 

↓ 

イ
の
方
が
近
い 
↑ 

（イ） 

①
【知識重視】 

最初に基礎的な知識や理論を学ばせ、後か
ら応用的な学習をさせることを重視する 

１ ２ 

【経験重視】 

最初に経験や体験をさせ、後から理論を学
ばせたり、できるだけ経験の機会を与える
ことを重視する 

②
【専門的能力重視】 

専門的な知識・スキルを獲得させることを
重視する 

１ ２ 
【汎用的能力重視】 

幅広い知識や汎用的スキルを獲得させる
ことを重視する 

③
【自由選択重視】 

学生が自由に科目を選択し学ばせること
を重視する 

１ ２ 
【系統性重視】 

学問体系に沿って、系統的に学ばせること
を重視する 

 

（4-3）貴学科のカリキュラムにおいて、特筆すべき点がありましたら、具体的な内容をお書きくだ

さい。 

※今後、このご回答内容をもとに取材を行わせていただき、ベネッセが高校向けに発行する冊子や受験生向けのホー

ムページ等で、ご紹介させていただくことがございます。 
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（4-4）現在のカリキュラムを運用する上でどのようなことが課題となっていますか。 

（それぞれ○は1つ） 

 

よ
く 

あ
て
は
ま
る 

や
や 

あ
て
は
ま
る 

あ
ま
り
あ
て 

は
ま
ら
な
い 

ま
っ
た
く
あ
て

は
ま
ら
な
い 

授
業
設
計
・
担

当
教
員
の
理
解 

①カリキュラムの趣旨や方針を踏まえ、各科目の到達目標を作成し、授
業を設計するのがたいへん 

１ ２ ３ ４ 

②授業を担当する教員がカリキュラムの趣旨や方針を授業に反映でき
ていない、反映する力が不足 

１ ２ ３ ４ 

③カリキュラムに対する学部・学科内の反発が大きい １ ２ ３ ４ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
・
学
習
成
果 

④学部・学科のディプロマポリシーに沿った教育目標達成のためのカリ
キュラムになっていない 

１ ２ ３ ４ 

⑤カリキュラムが社会や企業等の要請に合っていない １ ２ ３ ４ 

⑥（モデル的な）カリキュラムを履修しても、期待した学習成果に到達
していない学生が多い 

１ ２ ３ ４ 

⑦学生に主体的な学びの姿勢や意欲が身についていない １ ２ ３ ４ 

⑧学生の学習成果を客観的・総合的に評価できない、評価する基準がな
い 

１ ２ ３ ４ 

⑨社会（企業等）の要請を意識したスキル・能力の育成ばかりに集中し、
学問の基礎的な知識の習得ができていない 

１ ２ ３ ４ 

見
直
し
・
運
用
の
持
続
性 

⑩カリキュラムの見直しをしたいが、評価する方法や基準がわからない １ ２ ３ ４ 

⑪カリキュラムを見直すための体制を構築できない／予算がない １ ２ ３ ４ 

⑫教員配置を見直したいが、学部・学科内の反発が大きい １ ２ ３ ４ 

⑬カリキュラム実施において教員に過度な負担がかかっている １ ２ ３ ４ 

⑭カリキュラム履修のために学生に過度な負担がかかっている １ ２ ３ ４ 

「
主
体
的
な
学
習
」 

⑮「主体的な学習」を促すカリキュラムや授業の方法がわからない １ ２ ３ ４ 

⑯「主体的な学習」を促す授業が実践できる教員がいない、少ない １ ２ ３ ４ 

⑰「主体的な学習」を促す授業が実践できる教員を評価するための業績
評価システムがない 

１ ２ ３ ４ 

⑱「主体的な学習」を促すための予算がない／機器・設備の購入や維持
管理費用がかかりすぎている 

１ ２ ３ ４ 

 

（4-5）現在のカリキュラムの課題を解決するために、カリキュラムを改訂したいと思いますか。 

（○は１つ） 

1 すでに改訂を行う取り組みを進めている 

2 まだ改訂には取り組んではいないが、すぐにでも行いたい 

3 まだ改訂には取り組んではいないが、数年以内には行いたい 

4 改訂を行いたいとは思わない 
 

 

 

■ ご回答者の役職、報告書の送付先等をご記入ください。 

ご回答者の役職 

（１つに○） 

1 学長・理事長 

2 学部長 

3 学科長 

4 教務担当教員（カリキュラム担当） 

5 上記以外の学部・学科所属の教員 

6 全学の事務局（具体的に               ） 

7 学部・学科の事務局（具体的に               ） 

現在のカリキュラムの改訂

において、どのようなお立

ち場で関わっておられたで

しょうか（１つに○） 

1 主導する立場 

2 主導ではないが、検討・審議する立場（教務部会委員など） 

3 事務局として、立案・支援する立場 

4 その他（                 ） 

5 特に、関わっていなかった 

報告書の送付先 
報告書をお送りする際に、利用いたし

ます（学科長宛ての郵送物では届かな

い場合のみ、ご記入ください） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お忙しいところ、誠にありがとうございました。 
同封の返信用封筒（切手不要）にて、ご投函くださいますようお願いいたします。 

お手間でなければ、特長的なカリキュラムを添付資料として同封していただくか、 
ご紹介の記事やパンフレット、ホームページのURLなどをお知らせください。 
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